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中京大学体育研究所

2017年度　事業報告

＜共同研究＞
　2017年度は以下のテーマに従って共同研究を実施した。		  （敬称略）

1．体力科学研究班
　　①運動選手の競技別体力特性		  （梅村義久）
　　②熱中症予防に関する総合的研究（ 6）		  （松本孝朗）
　　③脳の機能と構造に関する研究（ 5）		  （荒牧勇）
　　④運動によるエネルギー代謝および筋の適応に関する研究（ 2）		 （今有礼）

2．バイオメカニクス研究班
　　①サッカーのスローイン距離を増大する動作要因および体力要因
� （湯浅景元・桜井伸二・田内健二・髙橋繁浩）
3．メンタルマネジメント研究班
　　①運動中の身体感覚へのアプローチ（ 2）		  （山田憲政・小山哲）

4．スポーツ文化・社会科学研究班
　　①スポーツサービスの評価に関する研究（15）　		  （菊池秀夫）
　　②中央競技団体が取り組む女性のスポーツ振興戦略に関する基礎的研究	（來田享子）
　　③明治時代の盆踊りに関する歴史的研究		  （來田享子）
　　④日本体操祭に関するスポーツ史的研究
　　　―国民体育デーと日本体操祭のマスゲームの展開とその影響（ 2）		 （川端昭夫）

＜年報発行＞
　　「体育研究所紀要」第32巻を2018年 3 月に発行

＜定例研究会＞
	 第 1 回	 演題：「Bridging the Gap Use of Biomechanics in Golf

			    ―バイオメカニクス研究と実践の間に架け橋を―」
		  講師：Young –Hoo Kwon氏
			   （国際スポーツバイオメカニクス学会会長、Texas Woman’s University）
		  日程：2017年 7 月18日

	 第 2 回	 演題：「オーストラリアでの内外研究を終えて
			    ～スポーツの教育、研究、実践環境の違い～」
		  講師：倉持　梨恵子 氏（中京大学スポーツ科学部准教授）
		  日程：2017年10月 2 日
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	 第 3 回	 演題：「スポーツ×留学　～トビタテ留学 JAPANに参加して感じたこと～」
		  講師：大河内　瑞穂 氏（中京大学スポーツ科学部 4年生）
		  日程：2017年11月14日

	 第 4 回	 演題：「Academic×Industry Collaboration Research for Sports Equipment

			    ―台湾におけるスポーツ用品開発の産学共同研究―」
		  講師：劉　強 氏（台北市立大学　教授）
		  日程：2018年 2 月19日

＜学術講演会＞
	 第50回	 演題：「身体のしくみを理解する―スポーツとリハビリの接点―」
		  講師：河島　則天 氏
			   （国立障害者リハビリテーションセンター研究所神経筋機能障害研究室長）
		  日程：2017年 5 月29日

	 第51回	 演題：「日常生活動作から身体運動のメカニズムを考える
			    ―立ち上がり動作の分析からみた下肢筋力測定法の開発―」
		  講師：吉岡　伸輔 氏（東京大学大学院総合文化研究科身体運動科学研究室准教授）
		  日程：2017年 7 月 5 日

	 第52回	 演題：「Let's get eccentric!」
		  講師：野坂　和則 氏（Edith Cowan University 教授）
		  日程：2018年 1 月10日

＜スポーツ教室＞
　【ノルディックウォーキング教室】
　　対 象 者：中京大学教職員・一般成人男女
　　日　　程：2017年10月14日、11月11日
　　参加人数：実施 2日間 のべ10名
　　講　　師：小野澤　広利　氏（JNFA公認　アドバンスインストラクター）

　【テニス教室】
　　対 象 者：地域の成人男女　小学生男女
　　日　　程：2017年 6 月 3 日、 7月22日、12月 2 日
　　参加人数：実施 3日間　のべ99名
　　講　　師：松岡　大介　氏（中京大学硬式庭球部監督）
　　　　　　　中京大学テニス部学生スタッフ

　【走りかた教室】
　　対 象 者：地域の小学生男女
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　　日　　程：2017年 5 月 7 日
　　参加人数：96名
　　講　　師：青戸 慎司　氏（中京大学陸上競技部監督）

　【スカッシュ教室】
　　対 象 者：中京大学教職員
　　日　　程：2017年 7 月 9 日、11月30日
　　参加人数：のべ14名
　　講　　師：吉永　正章　氏（ASCレベル 1ライセンス　スカッシュコーチ）

　【キッズダンス教室】
　　対 象 者：地域の小学生男女（低学年クラス、高学年クラス）
　　日　　程：2018年 1 月27日、 2月 3日、10日、17日
　　参加人数：のべ236名
　　講　　師：和光　理奈　氏（中京大学ダンス部監督）
　　　　　　　中京大学ダンス部学生スタッフ

　【ジュニアスポーツスクール】
　　対　　象：地域の小学生男女
　　日　　程：会場①： 8月 1・ 3・ 8・10・17日（ 9：30～12：30）
　　　　　　　会場②： 8月 2・ 4・ 9・11・18日（ 9：30～12：30）
　　実施種目：�バスケットボール、バドミントン、バレーボール、ソフトボール、サッカー、 

ラグビー、ドッジビー
　　参加者数：実施10日間　のべ87人
　　講　　師：生涯スポーツ研究会、スポーツ科学部生

　【ジュニアスポーツスクール指導員のための研修会】
　　＝研修種目＝
　　①　2017年 6 月28日 ｢全体ミーティング｣� 鈴木 雄貴 助手
　　②　2017年 7 月12日 ｢指導案作成指導｣� 鈴木 雄貴 助手
　　③　2017年 7 月14日 ｢救急法の指導｣� 清水 卓也 教授
　　④　2017年 7 月21日「球技種目の指導」� 鈴木 雄貴 助手
　　⑤　2017年 7 月24日 ｢タグラグビーの指導｣� 青石 哲也 先生
　　⑥　2017年 7 月28日 ｢スクール運営の指導｣� 鈴木 雄貴 助手

＜指導者派遣＞
　①　豊田市荒井町高齢者自主活動グループ講師
　　　日時：春学期第 2第 3水曜日 10：00～11：30
　　　　　　秋学期第 2第 3木曜日 10：00～11：30
　　　講師：鈴木　雄貴 助手
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　②　60歳からの体力増強教室
　　　日時：毎週木曜日　10：00～11：30
　　　講師：勝亦　紘一　名誉所員

＜健康体力相談＞
　　ホームページ、電話、FAXによる問い合わせにより随時対応

＜研究資料の収集・整備＞
　　生涯スポーツ関連の図書資料を購入

＜ホームページ更新＞
　　研究所ホームページの更新作業を、随時進めている。
　　http://www.chukyo-u.ac.jp/research/resphysc/

＜その他の活動＞
　【研究交流会】
　①　第10回研究交流会
　　　　日時：2017年 7 月31日（月）16：30
　　　　場所：中京大学名古屋キャンパス　アネックス

　②　第11回研究交流会
　　　　日時：2018年 1 月30日（火）15：30
　　　　場所：中京大学名古屋キャンパス　 0号館センタービル

＜所員会議＞
　　第 1回　 2017年 4 月24日（月）
� 以上
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項目名 予算額（1） 決算額（2） 差引額（1）－（2）

消 耗 品 費 5,285,245 4,764,158 521,087

通 信 運 搬 費 209,900 207,930 1,970

印 刷 製 本 費 1,035,440 691,134 344,306

旅 費 交 通 費 300,000 191,540 108,460

修 繕 費 200,000 28,382 171,618

支払報酬手数料 588,000 523,360 64,640

賃 借 料 57,452 7,452 50,000

会 費 10,800 38,460 △27,660

会 議 費 67,500 56,523 10,977

雑 費 1,111,310 390,770 720,540

図 書 資 料 費 250,000 601,638 △351,638

教育用機器備品 1,777,626 2,834,502 △1,056,876

ソ フ ト 支 出 0 140,134 △140,134

合 計 10,893,273 10,475,983 417,290

2018年 4 月20日
この決算書は適正であることを認めます。� 監査委員　髙　橋　繁　浩　　　印　

2017年度　決算報告書
� 自　　2017年 4 月 1 日
� 至　　2018年 3 月31日
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2017年度　体育研究所研究員名簿

（所　　長）	桜　井　伸　二
（名誉所員）	勝　亦　紘　一	 木　村　吉　次　	 守　能　信　次
	 山　本　高　司	
（研 究 員）	荒　牧　　　勇	 梅　村　義　久　	 種　田　行　男
	 大　家　利　之	 川　端　昭　夫	 菊　池　秀　夫
	 倉　持　梨恵子	 輿　水　大　和	 小　山　　　哲
	 近　藤　良　享	 今　　　有　礼	 清　水　卓　也
	 鷲　見　勝　博	 曽我部　哲　也	 田　内　健　二
	 髙　橋　繁　浩	 滝　　　克　己	 瀧　　　剛　志
	 辻　井　正　次	 二　瓶　雄　樹	 長谷川　純　一
	 堀　山　健　治	 松　本　孝　朗	 三　上　　　肇
	 三　宅　恵　介	 明　翫　光　宜	 山　田　憲　政
	 湯　浅　景　元	 來　田　享　子	 和　光　理　奈
	 渡　邉　丈　眞
（助　　手）	鈴　木　雄　貴� （37名）　　　

2017年度　体育研究所準研究員名簿
岩　佐　直　樹（朝日大学保健医療学部健康スポーツ科学科助教）
大　勝　志津穂（愛知東邦大学経営学部准教授）
岡　内　優　明（大分大学工学部准教授）
尾　関　一　将（大阪体育大学体育学部准教授）
木　村　健　二（舞鶴工業高等専門学校）
草　薙　健　太（中京大学スポーツ科学部助教）
熊　谷　慎太郎（中京大学スポーツ科学部助教）
Glenn D. Gagne　グレン ガニエ（愛知学院大学外国人教師）
小久保　友　貴 （愛知淑徳大学健康医療科学部講師）
塩　見　哲　大（中京大学非常勤講師）
鈴　木　健　司（中京大学非常勤講師）
高　崎　恭　輔（東海学園大学スポーツ健康科学部講師）
竹　内　高　行（中京大学スポーツ科学部非常勤講師）
武　田　直　之（名古屋経営短期大学未来キャリア学科講師）
辻　内　智　樹（中京大学非常勤講師）
内　藤　法　永（中部大学非常勤講師）
西　山　清　子（神戸女子大学非常勤講師）
Michael T. Coutu マイケル クツ（愛知学院大学非常勤講師）
前　田　  　 寛（大分大学工学部教授）
松　井　　　健（追手門学院大学基盤教育機構教授）
松　岡　大　介（中京大学非常勤講師）
水　野　英　莉（流通科学大学人間社会学部准教授）
村　瀬　直　樹（サレジオ工業高等専門学校助教）
村　田　祐　樹（中京大学スポーツ科学部助教）
屋　貝　博　文（名古屋市立大学非常勤講師）
山　田　理　恵（鹿屋体育大学スポーツ人文応用社会科学系・教授）
吉　田　勝　光（桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部教授）
� （27名）　　　
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中京大学体育研究所規程

� 1985年 4 月 1 日制定

〔注〕2005年 4 月から改正沿革を付記した。

改正　　2005年 4 月 1 日　　2014年 4 月 1 日
　　　　2015年 4 月 1 日　　2016年 4 月 1 日
　　　　2018年 4 月 1 日
（趣旨）
第 1条　この規程は、中京大学学則第30条に掲げる体育研究所（以下「研究所」という。）について、
その組織、運営等必要な事項を定めるものとする。
（所在地）
第 2条　研究所は、中京大学（以下「本学」という。）豊田キャンパスに置く。
（目的）
第 3条　研究所は、広く体育・スポーツに関する基礎的及び応用的研究を行い、もって体育・スポー
ツ科学の発展に寄与するとともに、地域社会に貢献することを目的とする。
（事業）
第 4条　研究所は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事業を行う。
　　⑴　体育・スポーツに関する個別研究及び共同研究
　　⑵　研究成果発表のための研究所報等の刊行
　　⑶　研究叢（そう）書の刊行
　　⑷　研究会及び講演会の開催
　　⑸　研究資料の収集及び整備
　　⑹　体育・スポーツに関する講習会、研修講座等の開催
　　⑺　健康・体力相談及びスポーツ相談の開催
　　⑻　地域社会への体育・スポーツ指導者の派遣
　　⑼　その他前条の目的を達成するために必要な事業
（構成）
第 5条　研究所の構成員は、次に掲げる者とする。
　　⑴　研究員
　　⑵　特任研究員
　　⑶　客員研究員
（研究員）
第 6条　研究所に研究員を置く。
2 �　研究員は、本学専任教職員の申請に基づき、第11条第 2号の研究員総会の審議を経て、学長が任
命する。
3 �　研究員は、研究所の目的に合致する研究活動に従事し、研究所の行う事業に参加しなければなら
ない。
4 �　研究員は、研究所の施設及び資料を使用することができる。
5 �　研究員の任期は、 4月 1日から明明後年 3月31日までの 3年間とし、更新の手続による再任を妨
げない。
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6 �　前項の規定にかかわらず、この期間外に本条第 2項を適用するときは、研究員総会の審議を経て、
当該任期の残りの期間を任期として研究員になることを認めることができる。
7 �　本条第 5項の規定にかかわらず、研究員総会が適当と認めるときは、研究員の任期を 4月 1日か
ら翌年 3月31日までの 1年間とすることができる。
8 �　研究所の目的に著しく違反する行為又は研究所の社会的信用を失墜させる行為があるときは、学
長は、研究員総会の審議を経て、研究員を解任することができる。
9 �　前各項に規定するもののほか、研究員の選任、解任及び活動に関することは、別に定める。
（特任研究員）
第 7条　研究所の研究プロジェクトが行う研究活動に携わらせるため、研究所に特任研究員を置くこ
とができる。
2 �　特任研究員は、研究所の目的に合致する研究活動に従事し、研究所の行う事業に参加しなければ
ならない。
3 �　特任研究員は、研究所の施設及び資料を使用することができる。
4 �　特任研究員は、第16条の研究系列長又は研究員の推薦書、研究業績等を記録した書類及び研究業
績を示す必要資料に基づく第11条第 3号の運営委員会の推薦により、研究員総会の審議を経て、学
長が任命する。
5 �　特任研究員の任期は、 4月 1日から明明後年 3月31日までの 3年間とし、更新の手続による再任
を妨げない。
6 �　前項の規定にかかわらず、この期間外に本条第 4項を適用するときは、研究員総会の審議を経て、
当該任期の残りの期間を任期として特任研究員になることを認めることができる。
7 �　前条第 7項の規定は、特任研究員について準用する。任期の途中に研究事業の中止、大幅な変更、
組織の改編等やむを得ない事情があるときは、学長は、研究員総会の審議を経て、特任研究員を解
任することができる。
8 �　前各項に規定するもののほか、特任研究員の選任、解任及び活動に関することは、別に定める。
（客員研究員）
第 8条　研究所に客員研究員を置くことができる。
2 �　客員研究員は、研究所の行う事業に参加することができる。また、研究所の施設及び資料を使用
することができる。
3 �　客員研究員は、本学又は研究所が招聘した研究者について、運営委員会の推薦により、研究員総
会の審議を経て、学長が委嘱する。
4 �　客員研究員の委嘱期間は、任命の日から招聘期間の満了日までとする。
5 �　前各項に規定するもののほか、客員研究員の選任、解任及び活動に関することは、別に定める。
（名誉所長・名誉研究員）
第 9条　研究所は、所長又は研究員として研究所の発展に多大の寄与をなした者に対し、名誉所長又
は名誉研究員の称号の授与を決定することができる。
2 �　前項の称号は、運営委員会の提案に基づいて研究員総会が決定し、学長が授与する。
3 �　第 6条第 3項の規定は、名誉所長及び名誉研究員について準用する。
（研究所の使用）
第10条　研究所の構成員以外の本学専任の教職員、大学院学生及び学部学生は、所長の許可を得て研
究所の施設及び資料を使用することができる。
2 �　前項の規定は、本学の名誉教授、客員教授、客員研究員、特任助教、博士研究員、研究科研究員
及び協力研究員について準用する。
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（運営組織）
第11条　研究所に、その運営のため、次の各号に掲げる職及び運営組織を置く。
　　⑴　所長　 1人
　　⑵　研究員総会
　　⑶　運営委員会
　　⑷　事務局
（所長）
第12条　所長は、研究所を代表し、所務を統轄する。
2 �　所長は、本学の教授である研究員から研究員総会が選出し、学長が任命する。
3 �　所長の任期は、 3年とし、再任を妨げない。ただし、その任期の途中に研究員の地位を失ったと
きは、その職を失う。また、引き続き 6年を超えて在任することはできない。
（研究員総会）
第13条　研究員総会は、研究所の組織及び運営に関する重要事項並びに研究所の事業を推進するため
に必要な事項を審議する。
2 �　研究員総会は、すべての研究員をもって構成される。
3 �　研究員総会は、所長によって招集し、議長は、所長が当たる。
4 �　研究員総会は、研究員総数の 2分の 1以上の出席をもって成立し、その議決は、出席者の過半数
によるものとする。ただし、可否同数のときは、議長が決する。
5 �　研究員の 3分の 1以上の請求があった場合、所長は、臨時に研究員総会を開かなければならない。
（運営委員会）
第14条　研究所の運営に資するため、運営委員会を置く。
2　運営委員会は、次に掲げる運営委員をもって構成する。
　　⑴　所長
　　⑵　各研究プロジェクト長
　　⑶　編集委員長
3　運営委員長は、運営委員の互選により選出し、任期は、 3年とする。ただし、再任を妨げない。
4　運営委員の任期は、 3年とする。ただし、再任を妨げない。
（事務局）
第15条　事務局は、研究所の庶務・会計・出版・資料収集・整備・研究員の研究活動の補助のほか、
研究所の事業の遂行に必要な業務を行う。
（研究プロジェクトと研究系列）
第16条　研究プロジェクトは、先進的又は試行的な研究課題に基づいて、期限を定めて行う共同研究
の推進及び事業の遂行を行う。
2 �　研究プロジェクトは、運営委員会の提案に基づく研究員総会の承認により、 3年以内の期間を定
めて設置する。
3 �　研究プロジェクトは、本学専任の教職員である研究員 3人以上を含む研究員、特任研究員及び客
員研究員で構成する。
4 �　研究系列は、研究の分野に応じて設け、各研究プロジェクトはいずれかの研究系列に属するもの
とする。
5 �　研究系列長は、研究系列の研究プロジェクトに属する研究員の互選により選出し、所長が任命す
る。
6　研究系列長は、所属する系列の研究プロジェクトを統括する。
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7 �　研究プロジェクトが第 3項に規定する要件を満たさなくなったとき、活動を休止したとき、及び
所定の設置期間が満了したときは、運営委員会は、研究員総会に研究プロジェクトの廃止又は研究
課題の変更を提案しなければならない。
8 �　前各項に規定するもののほか、研究プロジェクトおよび研究系列に関することは、別に定める。
（会計年度）
第17条　研究所の会計年度は、毎年 4月 1日から翌年 3月31日までとする。
（経費）
第18条　研究所の経費は、本学の経常費及び外部からの寄附金・助成金並びにその他の収入をもって
充てる。
（予算）
第19条　所長は、本学予算編成時に研究所の次年度の事業の計画及び収支の予算案を作成し、研究員
総会及び先端共同研究機構運営委員会を経て、学長に提出しなければならない。
（決算）
第20条　所長は、 4月末日までに前年度の事業の報告書及び収支の決算書を作成し、研究員総会及び
先端共同研究機構運営委員会の審議を経て、学長に提出しなければならない。
（監査）
第21条　研究所の会計に係る監査は、研究員総会が選出した監査委員が行う。
2 �　監査委員は、研究所構成員以外の本学の専任教職員とする。
（議事録の取扱い）
第22条　研究員総会の議事録は、研究員総会の承認を得なければならない。
2 �　議事録には、研究員総会の日時、場所、出席者、議事進行等の過程、審議内容及び決定事項を記
録するものとし、所長及び書記双方の押印がなければならない。
3 �　議事録管理責任者 1人を選任し、議事録及びその資料（配付、回覧、回収資料等）の管理を行う。
4 �　議事録及びその資料の原本は、紙媒体とし、必要に応じて、取扱注意、部外秘又は秘を明示して、
中京大学会議文書取扱いに関する規程に従って管理を行う。
5 �　議事録の原本を作成したときは、その謄本又は抄本を、学長へ直ちに送付しなければならない。
6 �　議事録及びその資料の原本の保存場所は研究所とし、保存期間は中京大学文書管理規程に定める
とおりとする。
7 �　保存期間を経過した資料は、廃棄するものとする。
8 �　原本、謄本又は抄本を問わず、議事録及びその資料の閲覧、複写、開示等の際は、所長又は権限
を委譲された者の許可を得るものとする。
9 �　管理部署名称変更、統廃合等で議事録管理責任者が変更となる場合は、速やかに移管を行う。
10�　その他議事録及びその資料に関する取扱いは、中京大学会議文書取扱いに関する規程に従うもの
とする。
（細則への委任）
第23条　この規程の施行に関し必要な事項は、別に細則をもって定める。
（規程の改廃）
第24条　この規程の改廃は研究員総会の発議により、先端共同研究機構運営委員会及び教学審議会の
審議を経て、学長が行う。
　　　附　則
　この規程は、1985年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
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　この規程は、1991年 7 月11日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、1994年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、1997年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2004年 4 月12日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2005年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2014年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2015年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2016年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、2018年 4 月 1 日から施行する。
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中京大学体育研究所規程施行細則

� 1985年 4 月 1 日制定

〔注〕2005年 4 月から改正沿革を付記した。

改正　　2005年 4 月 1 日　　2016年 4 月 1 日
　　　　2018年 4 月27日
（趣旨）
第 1条　この細則は、中京大学社会科学研究所規程（以下「規程」という。）第32条に基づき、研究所
が行う事業の詳細について定めるものとする。
（個別研究及び共同研究）
第 2条　各研究員及び特任研究員は、個別研究又は共同研究のテーマを設定するものとする。
2 �　前項のテーマを設定した者は、研究計画書を作成し、研究員総会の承認を得るものとする。
3 �　計画書の様式は、別に定める。
（研究所報）
第 3条　研究所報は「中京大学体育研究所紀要」とし、年 1回発行する。
2　研究所報の編集には、研究員総会から選出された若干名の編集委員が当たる。
3　研究所報の配布先は、次の各号に定めるとおりとし、その部数は各 1部とする。
　　⑴　中京大学の専任教職員で配布を希望する者
　　⑵　研究所員
　　⑶　全国の体育学系の研究所及び関連する研究機関
　　⑷　全国の都道府県図書館及び関係雑誌発行機関
　　⑸　その他所員会議が適当と認めた個人又は機関
4　抜刷は50部まで無料とし、これを超えるものについては実費を支払うものとする。
（研究叢書）
第 4条　研究叢書は、共同研究の成果として、研究上高度の必要性がある場合に刊行する。
2　研究叢書の刊行は、研究員総会の承認を経て行うものとする。
（研究資料）
第 5条　研究資料の収集に要する費用は、予算化する。
2　研究資料の貸出しについては、中京大学図書館規程に準ずる。
（講習会・研修会等）
第 6条　講習会・研修会等は、必要に応じて開催する。
（健康・体力相談及びスポーツ相談）
第 7条　健康・体力相談及びスポーツ相談は、必要に応じて開催する。
（体育・スポーツ指導者の派遣）
第 8条　地域社会の要請に応じて、体育・スポーツの指導者を派遣することができる。
第 9条　研究系列は、当面の間、中京大学大学院体育学研究科におけるスポーツ文化・社会科学系、
スポーツ認知・行動科学系、スポーツ生理学系、スポーツ健康科学系、応用スポーツ科学系の 5系
に対応するものとする。
（細則の改廃）
第10条　この細則の改廃は、運営委員会の審議を経て、研究員総会が行う。



― 141 ―

中京大学体育研究所紀要　Vol.33　2019

　　　附　則
　この施行細則は、1985年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、1991年 7 月11日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、1994年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、1997年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、2004年 4 月12日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、2005年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、2016年 4 月 1 日から施行する。
　　　附　則
　この施行細則は、2018年 4 月27日から施行する。
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中京大学体育研究所紀要投稿規程

（投稿資格）
1．本誌への投稿は、原則として「中京大学体育研究所構成員」とする。但し運営委員会が認めた場
合には、その限りではない。

（原稿の種類）
1．原稿の種類は「総説」、「原著論文」、「実践研究」、「研究報告」、「研究資料」、「活動報告」とする。

（投稿に関する技術要領）
1．原稿はワードプロセッサーで作成するものとしA4判横書き、原則として全角40字×25行（1,000
字）の設定とする。

2．引用文献は原則として本文の最後に一括し、雑誌の場合は、著者、題目、雑誌名、巻号、ページ、
発表年次という順に、単行本の場合は、著者、書名、ページ、発行所、発行年次という順に記載
する。

3．和文原著論文には、英文の題目、著者名（共著者を含む）および400語以内の英文抄録とその和文
対訳を添える。英文原著論文には、和文の題目、著者名（共著者を含む）および800字以内の和文
抄録とその英文対訳を添える。

4．図表には通し番号とタイトルをつけ、本文とは別に番号順に一括する。図表の挿入箇所は、本文
原稿に赤字などで指示する。

5．原稿は、電子メール添付、もしくは記録メディア（CD-R、USB メモリなど）に保存し提出する
こと。合わせて、本文・図・表を紙媒体でも提出すること。

6．体育研究所共同研究費によって行われた研究はその旨を明記すること。
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